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大西洋中央海嶺（北緯24度～北緯28度）
の重力異常

藤本博巳’I島　伸和*2丸山仁裕゛3藤岡換太郎“

ウィルフレッド・ブライアン*S 松本　 剛“ 富士原敏也“

古田 俊夫゛7 林　　 間‘S

大 西 洋 中 央 海 嶺の 北 紳24 喫 一北 緯2a 纜 の 海 域 で， 海 底 地ｌ デー タ戔 ぴに 重 力 データ が.

Ｍ ＯＤＥ’91吭丿囎LegX,L492 に より 脣 ら れた. 各裡 の 楠正 の後 に得 られ るフ リー ヱア 皿力異常 か

ら． 地畿１り密 度 と厚 さを 一定 と仮 之し て， 海 ほ 地彫 と雌 偕 － マン トル岐 雰に よ うて つく られ る

皿力 の髟 蕁を 収I ）除い て，フ ン ｝ルブ ーゲ ー與 常置 を求 めた． こ のマ ント ルブ ーゲ ー興 業tt.

ｎ 中 央 誨屋 軸 上で 低く ．軸 から踪 れ るに した か･1 て高 くなり てい く ，２ ）こ の海嶺軸 方向 の

変itカg. 地形 か らl& め られる ９ つ の海 嶺 セ グメ ント と強い 相 関が ある ，とい う特 徴を示 し た．

キーワード：マントルブーゲー異常，大西洋中央海嶺，海嶺セグメント
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Gravity  Anomalies  of the Mid-Atlantic  Ridge,

24*N  to 28°N

Hiromi  FUJIMOTO*8  Nobukazu  SEAMA"8

Yosh  i h i ro M  ARU  YAM  A"10 Ka  ntaro FU  J10 K A ･k 1

Wilfred BRYAN"2  Takeshi  MATSUMOTO"1

Toshi ya FTJJIWA  RA'r 3 Tosh  i o FUR  U TA'11 Jian  LIN2

Multibeam  bathymetry  and  gravity  data  have  b≪en  obtained  along  the  Mid-Atlantic

Ridge  between  latitudes  2i'N  and28'N  during  MODE  94 cruise  leg*  1 &  2.

Mantle  Bouguer  anomal  ies were  generated  by  subtract  i nff from  the free* ai r anoinal  ies

tlie attraction  of s-aa-≫)o≪r  tonography  and  the  attraction  of  relief on  the  crust-mantle

interfaces  assuming  a constant  thickness,  constant  density  crust. The  mantle  Bower

anomalies  show  1) low  value  a t the  ridge  axis  a ltd i ts increase  off the ax  is. and  2) strong

dependence  on  the  tectonic  segmentation  of  the  ridge  axis

K≪>' words; Mamie Bonguer anomaly. Rid^re.  Rittae sesnumts

１ ． は じ め に

こ こ 数年ISj. 大 西 津lll央 海 敬 沿 い の い く つ か の 場 所 で ，

海 上 で の 重 力 訓 定 が 行 わjｔ て き た( Ｋｕｏ ａ,1d Forsyth,

1988; Lin ｅｌ ａｌ.，19qC; BJackman ａｎｄ Forsyth, 1991;

Morris and Detikk, 】991; Pariso ｅt al,  1994,  Detrick

ｅtal.,1995} ． こ れ ら の 默 力測 定 は ，･|･分 密 な 渊 訟 であ る

と と ６ に ， マ ル チ ナ ロ ーピ ー 厶 に よ る 絹 雀 な 地 形 探 査 を

1111時 に 行 っ てい る ． こ の 結 米 ， 得 ら れ た711 － エ ア 鳶 力

異 常 か ら ． 海 底 地 形 と地 殻 － マ ン ト ル 壇 譽 に よ っ て つ く

られ る 重 力の 影 響 を ， 墻 竝 の ま 攻 と|ﾂﾞさ を 一 定 と 仮 定 し

て， 取 り 除 く こ と が で き る ． こ の 残 り た 爪 力 異 律 仙 は ．

マ ン ト ルブ ー ゲ ー 拠 常 と呼 ぱ れ ，･11 鳧海 嶺 の セ グ メ ン １

と強 い 相IMIが あ る こ と か わ か っ て き たCKuo alld FQr･

ｓyth ，19a8; Lin el a1. ，19qC; Blackmai･ alld Foysylh ，

1991; Morris al ・ Ｄｅｌricl(，1991; Pariso  et al,  1994.

Deirick el al..1995) ．す な わ ち ，セ グメ ン ト の 中 央 でlj ，

゛bｕ】|'ｓ ｅyｅ' と 呼 ほ れ る 低 い マ ン ト ル ブ ー ゲ ー 異 常 を 示

し， セ グ メ ン ト の 端 で は 高 い マ ン ト ル ブ ー ゲ ー 異 驚 を 示

す． こ れ らの 結 米 よ り.  ≪ 海 嶺 ド の マ グマ 供 始 の 様 式

が諭 し ら れ てい るILin et al. 19901.

本 小,洫 で は ， 北 人 西洋111 臾 海 嶺 の 北 緯20j 友－.lt綽40 度

の ｉ ち ． こ れ ま で 調 査 のli わ れ て い な か-j た 北 創μjlJI ～

.lt韓S11 χの 淑 域 の･FJJS 常 に'J い て.MOIJI そ'94航 海 の

ヱ?

結果を もとに述べる．

２．データおよぴ兩祈

大西洋中央海嶺の北剔124度 一北倬28j瓦の 海域 で，海岶

咄髟データ並ぴに重力 データが。海洋科学技術 センター

の調査畍ｒよこすかj に よる. MODE'94 航 海 Ｌｅｇ】C199<

￥6 1j2311 － ？ H22II, ｡11 盻 研 究 八：藤 本|専已 とBil

Bｒyａｎ)，Leg2119 剥･ls7jj2811 ～8J12611 ， 主 席斫ｉ

此：藤岡換太郎)に より得られた。潤穣は 図1 の とお りて

あり，約闃,C00 ㎞?の範川をマ･，ピ ンクすることが できた，

海底地形!j ，｢ よこすか」に搭載 され たマル チナロー

ピームＵ･IS-10 : Ill陂 戡121d･lｚ，・2' の45 本の 狎波ビ ー

ム31 こより得た( 図 Ｚ)。 測線|:l』隔lj 約7k ・ であり。覦渭

海嗹の 令域 でほぽ100 ％の データをカバーするこ とか て

きた。なお，剔秡は，全｣りjlalに わ たりGlobal Pc51110n1111

Sy ｓtellU(;llSj に より.il 切れ るこ となくli え た。 そｆ

測位栢度は，150 －)aOm と 見積 もられている。

爪力測定lj ，｢ よこすか｣ に 僻椒された船lll リJill･{う

コ ストロンバーグ社製 Ｓ-369} に より行-, た， データ¢

測定間臨は10 秒 であ る。船|･｡1爪Jj,ltの 枚IE は ，船 が矜|;

し ている時に行-, た。最終的に校IE し た舶llljj,il･ の 疆I

竃 植とそのj;!壁 で 即ⅢI=され るiriJ｣航 の 比仙!j ぷ｜ の と1=

り である｡1!1.'jれ た111XjllaかJI,|ﾄ 麗゙111jJを;i5 。エ ト6

JAMSTECJ  Doep Ｓｅ● Ｒ●ｓ.｡11 11!195



ス補正を行い，フリーエア災常を求めた。この観測海破

での航林すべての交点について。このフIJ－エア異常爪

Ml　MOI 】11'91倣 海Legl.Leg2 の 航 跡 図 。人」1衝ｉ. か らt!>

た 岷Jj 異 常 Ｍ{Sand ｗell et al.，1995} に 爪 ね た

ドig.I　Ship's11･ac10ft ｂｅ ＭＯＤＥ'9Xcrli ｓe Legl  &  Leg2

de11QEld by white s ｏ】id lil●ｅｓ ｓｕｐｅrｉｍｐＱｓal 恥･lhe

RIlaｖity anomaly fl･om ERS-1. Ｔｏｐｅχ. and  Geosat

八Himelry  (Sandwell el al｡19951.

力拉を比較したところ( ク ロスオーバーエラー)｡ 交点は｡

738 点 あ り，クロ スオーバーエ ラーの標準 鴨差は，2.49

mga 】であった( 図 ３)。 このフリーエア異常拉は，テン

ション場における曲面スプ ラインによる方法(Smith

and Wessel, 1990) で。約２㎞メッシュのグリッド化を

行った，その結果は，図４のとおりである。

海臨下の密度変化を知るために。マントルブーゲー異

當を求めた。マントルブーゲー異常は，海水と地穀，地

穀とマントルの２つの密度差のインターフ・ イスによる

爪力効果を以り除くことで得られる。これら２つの密度

差の インターフｘ イスによる瓜力効果の計算は。２次元

の ＦＦＴ(Fast Ｆｏｕrieｒ Transform) を 便ったParke ｒ

(1972) に よる方法で行った。この時，地鮭の厚さは６㎞。

海水，地殻，マントルの密度は，それぞれ1,034〕，2,70{}，

3,300kgm- ど仮 定した。また。海底地形らフリーエア異

常データと同様にテンシ ，ン場における曲面スプライン

による方法(Smilh and Wessel, 1990) で，約2km メッ

シュのグリッド化したものを使用した。

３ ． 結 果 及 ぴ 考 察

得 ら れ た マ ン ト ル ブ ー ゲ ー 異 常を 図 ５ に 示 し た ． こ の

マ ン ト ル ブ ー ケ 一 価 常 図 に は 次 の ２つ の 大 き な 特 徴 が 認

め ら れ る.

】） マ ン ト ル ブ ー ゲ ー 翼 常 碵 か,111 夾海 嶺 軸 上 で 低 く．

仙 か ら離 れ る に し た が っ て 高 くな っ てい く．

２） マ ン ｝ルブ ー ケ ー 翼常 の 海 巓軸 方 向 の 亥 化 か． 地

髟 か ら認 め ら れ る9 つ の 海 嶺 セ グメ ン>  (Semper-

ｅ ｅｌ a]., 1990) と強 い11 閥 が あ る ．

ブ ー ゲ ー 異 常 値 が ， ’II央海 嶺 軸 上 で 吸 く． 軸 か ら離 れ

るl 二し た が っ て 高 く な っ てい くこ と は ．プ レ ー ト テ クト

ニ ク スが 瞎,也 さ れ て い く過 程 で す で に 兄 い だ さ れ てい た

jli実 で あ る ｛ｅ.９. Ｔａｌｗalli et al..1965 ｝． こ れ は ，lll 火

海 崗 下 で 暖 かい プ レ ー ｝か.111 吏海 嶺 か ら離 れ る に 阨 っ

て冷 却 す る モ デ ル で 汲11jlされ て お り， こ こ で 示 し た マ ン

トjレブ ー ゲ ー 異 溯,･・ の 特 徹 ６こ の モ デ ル でjll･I さ れ る．

２｝ の1 ぷ澂 は ， 人 西 洋 申 夊海 嶺 の 訛 の 場 所 で 兇 ら れ た

よ う|こ （ＫＩＩｏ and Ｆｏｒｓylll， 1988: Lin et al. ，1990;

Blackmail and Fol ｓμh.  1991: Morris and Qctrick,

1991; Ｐａｌ･iｓｏ el ａ】.199･l: ａｅｌrick el al.. 1595).  "bul ］"s

ｅyｅ’と呼 ば れ る 低い マ ン ト ル ブ ー ゲー 異 常 が ， 海 嶺 セ グ

メ ン ト の111 夊 に 認 め ら れ ， そ の･･Xj. 海 嶺 セ グメ ント の

端 で は 高 い マ ン ト ル ブ ー ゲー 異 律 を 示 寸 ． こ こｎ マ ント･1

ブ ーｙ 一 災 常 朔li 躪 軸 方|;･iの 変 化の 人 き さlj. 温 度 変1ﾋ

に.l る ま 攻･変 化ｊ･.４ で はj4 き す ぎ て 説Iりjが つ か4･ い

閥2 21M ｀j111コン タ ー－ｙ)･７４ 予ナ ロ ービ ー 厶に.l る 地 形閥

121S.2 Muliibcam l 仙咄yma11r!･ nia| ≫ c｡111,ヽ lircd a1 2≪lliii

11心1･丶･;･】ｓ.

JAMSTEC  J. Deep See Res..  11 11!1951



2･1

表 Ｉ　
ｒよこ す かj

に晧 纉 さ，
＿ ．．　 ＿ ．．． ．

JAMSTEC  J. Deep Ｓａａ Res.. 11 <19*

Table.I Calibration r ｅｓｕll of Che shipboard gravimeter of "Yokosuka'

地 名 ヨ 着岸期悶 船上莖力別･の値 期待される重力値

1995年 g'(mgal) が(ｍＸＩ) gl^gl(mga1)

神 戸　 ・ 5/19 ～21 ９７９７１ ０ ９７９７０３

SanjuanBe 凾D 6/22 ～25 ９７８６７２ ９７８６６６

WQodsHok1 7/S ～29 ９８０３０１ ９８０３１２ 一ｎ

Sanban 泓rth :　8/27 ９７８６６４ ９７８６６４

図 ３ 観 測 海 峨 での 航 跡 ク）交 点(738 点 ） にり い て の クロ ス オー バ ーエ ラ ーの ヒ スト タ･ラ 厶

Fig.3 111st｡gr ａｍｓ of cIllJｓｓoｖell elTorｓrol･ 73S t･･ack cr4,ｓｓillgs 111 1he al丶,ａ sｕrｖｅyed.



Free･air gravity ａｎｏｍａり

図･i　 除 叩al コ ンタ ー の フ11 － エ ア ー異 常 図

Fig.4 FI･ee-air gravity ａｎｏｍａｌy map ｃｏｎ１０urｅｄ ａt 10

mgal intervals.

｛Lillela1, 卜990｝ の で，地殻の厚さが，海嶺軸方向 で変

化しているこ とを示唆する．すなわち，海倣セグメント

の中央で地戟が厚く，その両端で地殼か鳫くなっている

と･･りえられる．しかし, この曜慶は梅嶺セダメンＨ こよっ

て違っており．より芻しい解折が必要である．

４．結　 鵑

.叱人西洋･11央海 嶺の北緯20 度 一北緯40 度の･S ち ，これ

まで調責の行われ ていな かった北緯21 度 一北紳28j変の

海秡の重力翼常 も，すでに調査の行われてい る他の大西

洋巾央沌嶺と1111aに ． マン１ルブーケー異常の海嶺軸方

|;llの変 化が，地形からａ められる９つの海嶺セグメント

と強い相関が兄られた．これは，海嶺セグメントの中･央

で地綴が1‘Xく．その両端で地政か蒔くなっていると解釈

される．このような結果は，遅い拡大遽度を もつ巾央海

嶺での普遭的な符徴だといえる．この変化の人きさは．

海敵セグメントに より て違ってお11 ， より詳しい解析か

必裂である．さらに，海嶺軸から離れたところにつ．て

は，３次元のプレート冷却モデル(Phtpps Morgan and

Ｆｏｒｓyth,)蜀SI を 祕ってその影籌をｌ し引 くことで，海

翻蚰で兒られたマントルブーゲー黝常すなわち地畿の|ｿ

さ構造 と・ 嶺セダメンＦとの|伺係か．過Jiに さかのぽ っ

て迫えるはずである．

JAMSTEC  J. Deep Sea Res..  II １１弧5 】

M ａｎt【ｅ ＢＱｕgu ｅr9｢ ａｖity匐 ｏｍａｌy ｗith bathymetry

図 ５ マ ン ｝ルプ ー ゲー 曷 常図｡ 臼 の 突線 は,3,20011 の等 詆

線 であ り， 尚 嶺 の･II軸 谷 の髟 を お お まか に 示す

Ffe.5 Ｍａｎtｌｅ Ｂｃ暗 喊r ａ･ounaly ｍａｐ ｗilh 3,2詞 皿bath･

ymetric ｃａｎｌｏurｓ，

詣　　 赫

得 ら れ た デ ー タ は， ＭＯＤＥ１９４航 海Legl.  Leg2 釆 船 研

究 者 並 ぴ に， 調 杏船 「よ こ す か 」 の船 具並 び に耒 務 見

海 洋 科 学 岐 術 セ ン タ ー の 関 係 者 の 努 力 な くて はll ら れ な

か っ た ，こ れ らの 方 々 に 磐 謝 す る 。す べ て の 図 は. GMT

ソ フ １ ウ リェ ア 【Wf･issel and Smith, 1991 】 に よ っ て 掘

い た 。
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